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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第125期

第２四半期
連結累計期間

第126期
第２四半期
連結累計期間

第125期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 30,501 32,408 65,013

経常利益 (百万円) 1,426 1,776 1,993

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(百万円) 981 1,246 1,260

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 321 4,654 1,103

純資産額 (百万円) 67,587 71,578 68,134

総資産額 (百万円) 92,325 95,300 103,149

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 72.75 94.30 93.59

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 73.2 75.1 66.1

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 7,597 15,922 △1,825

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △613 △1,602 △1,704

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △11,126 △17,971 2,969

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(百万円) 7,007 6,938 10,589
 

 

回次
第125期

第２四半期
連結会計期間

第126期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 36.24 85.88
 

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について、重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第２四半期連結累計期間（自 2023年４月１日　至 2023年９月30日）における当社グループの財政状態及び経営

成績の状況の概要は、次のとおりであります。

 

（１）経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用や所得環境の改善により緩やかに回復しておりますが、世界的

な金融引き締めの影響や中国経済の先行き懸念、物価上昇等の課題があり、先行きは不透明な状況となっておりま

す。

このような状況のもと、当社グループでは、第２次日甜グループ中期経営計画(2023年４月～2028年３月) を策定

し、「持続可能なてん菜産業の創造にチャレンジし、安全・安心で幸せな社会の実現に貢献していく」を掲げると

ともに、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けて、企業価値の一層の向上に取り組んでおります。

当第２四半期連結累計期間の売上高は、主に砂糖事業の売上の増加により、前年同期比6.3％増の32,408百万円と

なり、経常利益は、砂糖事業の増益により、前年同期比24.5％増の1,776百万円、親会社株主に帰属する四半期純利

益は、前年同期比27.0％増の1,246百万円となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

＜砂糖事業＞

海外市況につきましては、ニューヨーク市場粗糖先物相場（当限）において１ポンド当たり期初22.40セントで始

まり、ブラジル通貨のレアル高等により高値傾向で推移し、その後干ばつによるインドの砂糖輸出禁止見通しによ

り、９月中旬には27セント台まで上昇し、26.27セントで当第２四半期連結累計期間を終えました。

一方、国内市況につきましては、期初227円～229円（東京精糖上白現物相場、キログラム当たり）で始まりまし

たが、海外粗糖相場上昇の影響を受けて、７月に239円～241円に上昇し、そのまま当第２四半期連結累計期間を終

えました。

ビート糖は、新型コロナウイルス感染症の影響により落ちこんだ販売量が、清涼飲料、菓子、外食向け等の業務

用で回復が見られ、販売価格も上昇したことから、売上高は前年同期を上回りました。

精糖は、家庭用の販売量が減少したものの、業務用の販売量の回復と販売価格の上昇が見られ、売上高は前年同

期を上回りました。

砂糖事業の売上高は前年同期比8.7％増の23,261百万円となり、販売価格の上昇により損益が改善し、営業利益は

前年同期比62.3％増の1,413百万円となりました。

＜食品事業＞

イーストは、価格改定を実施し、適正価格での販売に努めたことから、売上高は前年同期を上回りました。

オリゴ糖等食品素材は、ラフィノースやフラクトオリゴ糖の販売量が減少し、売上高は前年同期を下回りまし

た。

食品事業の売上高は前年同期比0.9％増の1,264百万円となり、営業利益は前年同期比82.6％増の27百万円となり

ました。

＜飼料事業＞

配合飼料は、生乳生産抑制の影響により、販売量は減少しましたが、販売価格の上昇により、売上高は前年同期

を上回りました。

ビートパルプは、販売価格は上昇しましたが、繰越在庫の販売が減少したことにより、売上高は前年同期を下回

りました。

飼料事業の売上高は前年同期比3.7％増の5,206百万円となりましたが、燃料在庫の棚卸資産評価損計上の影響が

大きく、676百万円の営業損失（前年同期は230百万円の営業損失）となりました。
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＜農業資材事業＞

紙筒(移植栽培用育苗鉢)は、価格改定等により、売上高は前年同期を上回りました。

農業機材は、ビート用移植機等の売上が減少し、売上高は前年同期を下回りました。

農業資材事業の売上高は前年同期比9.5％減の1,368百万円となり、営業利益は前年同期比9.2％減の69百万円とな

りました。

＜不動産事業＞

不動産事業は、一部賃貸物件の稼働率低下により、売上高は前年同期比3.1％減の733百万円となり、営業利益は

前年同期比4.1％減の460百万円となりました。

＜その他の事業＞

その他の事業は、売上高は前年同期比2.9％増の574百万円となり、113百万円の営業損失（前年同期は98百万円の

営業損失）となりました。

 
（２）財政状態

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比7,848百万円減の95,300百万円で、このうち流動資

産は、主に棚卸資産の減少により前連結会計年度末比13,243百万円減の43,810百万円となり、固定資産は、主に投

資有価証券の時価の上昇により前連結会計年度末比5,395百万円増の51,489百万円となりました。

一方、負債の合計は、前連結会計年度末比11,292百万円減の23,722百万円で、このうち流動負債は、主に短期借

入金の減少により前連結会計年度末比12,538百万円減の13,186百万円となり、固定負債は、主に繰延税金負債の増

加により前連結会計年度末比1,245百万円増の10,535百万円となりました。

純資産は、主にその他有価証券評価差額金の増加により前連結会計年度末比3,444百万円増の71,578百万円となり

ました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前年同四半期連結累計期間末に比べ69百万

円減少し、6,938百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、15,922百万円の収入（前第２四半期

連結累計期間は7,597百万円の収入）となりました。

これは主にその他の流動資産の増加7,442百万円等による資金の減少があったものの、税金等調整前四半期純利益

1,792百万円、棚卸資産の減少16,178百万円、その他の流動負債の増加3,588百万円等による資金の増加があったこ

とによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、1,602百万円の支出（前第２四半期連

結累計期間は613百万円の支出）となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出1,936百万円等による資金の減少があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、17,971百万円の支出（前第２四半期

連結累計期間は11,126百万円の支出）となりました。

これは主に短期借入れによる収入1,830百万円等による資金の増加があったものの、短期借入金の返済による支出

18,530百万円、配当金の支払664百万円、自己株式の取得による支出559百万円等による資金の減少があったことに

よるものであります。
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は303百万円であります。

 
（６）主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等は次のとおりであります。

 

会社
名

事業所名
(所在地)

セグメント
の名称 設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手
年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

提出
会社

賃貸用商業施設
（北海道帯広市）

不動産 商業用店舗新築 246 5
自己資金
及び

建設協力金

2023年
10月

2024年
3月

鉄骨造平屋建
延床面積
993.20㎡

 

 
（７）経営成績に重要な影響を与える要因

当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、前事業年度の有価証券報告書の「対処すべ

き課題」及び「事業等のリスク」に記載のとおり、当社グループの売上高の約７割を砂糖事業が占め、他の事業に

おきましてもほとんどが砂糖事業に付随又は関連する事業から成り立っていることから、国の農業政策や砂糖業界

を取り巻く国際情勢、原料甜菜の生産状況など砂糖事業に特有のリスクが、当社グループの経営成績に重要な影響

を与える可能性があります。

 
（８）資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社グループが事業を行う上で必要となる運転資金、設備投資、借入金の返済及び利息の支払い並びに配当金及

び法人税の支払い等に資金を充当しております。

運転資金等の資金需要に対しては、営業活動によるキャッシュ・フローと金融機関からの借入により資金を調達

しており、金融機関からの借入金額は年間の資金計画に基づき適切な水準とし、資金繰りを考慮し返済方法を決定

しております。また当社及び子会社の余剰資金を、当社グループ内で融通し合うことにより資金の効率化を図り、

グループ外部への資金流出を抑えております。

設備投資については、過剰な投資とならないよう当社グループの現況に見合った年間の投資計画を策定し、老朽

化した設備の更新のほか、製造コストの削減、製造工程の改善、製品の品質向上、環境対策等を目的とした設備投

資又は将来の利益獲得のための先行投資を行っております。

重要な資本的支出の予定及びその資金調達方法は、「（６）主要な設備」及び前事業年度の有価証券報告書の

「設備の新設、除却等の計画」に記載のとおりであり、設備の新設・更新については自己資金（一部工事では建設

協力金を受け入れ）によっております。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,325,642 15,325,642
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株

計 15,325,642 15,325,642 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年９月30日 － 15,325,642 － 8,279 － 8,404
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(5) 【大株主の状況】

2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行㈱信託口 東京都港区浜松町２－11－３ 1,281 9.81

明治ホールディングス㈱ 東京都中央区京橋２－４－16 993 7.61

ニッテン共栄会 東京都港区三田３－12－14 916 7.02

農林中央金庫 東京都千代田区大手町１－２－１ 514 3.94

㈱日本カストディ銀行 信託口 東京都中央区晴海１－８－12 512 3.92

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区大手町２－６－４ 428 3.28

㈱みずほ銀行
（常任代理人 ㈱日本カストディ銀行） 

東京都千代田区大手町１－５－５
（東京都中央区晴海１－８－12）

355 2.72

NIPPON EXPRESSホールディングス㈱ 東京都千代田区神田和泉町２ 320 2.45

スズラン持株会 東京都港区三田３－12－14 280 2.15

ＤＭ三井製糖ホールディングス㈱ 東京都港区芝５－26－16 265 2.03

計 ― 5,869 44.93
 

 

（注）１　当社は自己株式 2,261,571株（14.76％）を保有しておりますが、大株主の状況からは除外しております。

２　上記の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行㈱信託口　1,281千株

㈱日本カストディ銀行 信託口　　　　　  512千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 2,261,500

完全議決権株式(その他)
普通株式

 13,003,900
130,039 単元株式数は100株

単元未満株式
普通株式
 60,242

― ―

発行済株式総数 15,325,642 ― ―

総株主の議決権 ― 130,039 ―
 

 

（注）１　「完全議決権株式(その他)」には、㈱証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権4個)含まれております。

２　単元未満株式には当社所有の自己株式71株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日本甜菜製糖株式会社

東京都港区三田３―12―14 2,261,500 ― 2,261,500 14.76

計 ― 2,261,500 ― 2,261,500 14.76
 

 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,589 2,938

  受取手形及び売掛金 8,537 8,653

  電子記録債権 228 339

  有価証券 6,000 4,000

  商品及び製品 29,667 11,878

  仕掛品 483 568

  原材料及び貯蔵品 5,746 7,271

  その他 1,808 8,167

  貸倒引当金 △6 △7

  流動資産合計 57,054 43,810

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 11,423 11,203

   その他（純額） 12,987 13,682

   有形固定資産合計 24,411 24,885

  無形固定資産 513 517

  投資その他の資産   

   投資有価証券 19,527 24,462

   退職給付に係る資産 1,481 1,490

   その他 163 136

   貸倒引当金 △1 △1

   投資その他の資産合計 21,169 26,087

  固定資産合計 46,094 51,489

 資産合計 103,149 95,300
 

 

EDINET提出書類

日本甜菜製糖株式会社(E00355)

四半期報告書

10/22



 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,180 1,291

  短期借入金 18,637 1,920

  未払法人税等 100 498

  その他 5,806 9,476

  流動負債合計 25,724 13,186

 固定負債   

  長期借入金 119 74

  役員退職慰労引当金 12 15

  退職給付に係る負債 4,090 3,966

  その他 5,068 6,479

  固定負債合計 9,290 10,535

 負債合計 35,015 23,722

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,279 8,279

  資本剰余金 8,413 8,413

  利益剰余金 45,521 46,099

  自己株式 △3,739 △4,282

  株主資本合計 58,473 58,510

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 9,182 12,613

  繰延ヘッジ損益 △2 6

  退職給付に係る調整累計額 480 447

  その他の包括利益累計額合計 9,660 13,067

 純資産合計 68,134 71,578

負債純資産合計 103,149 95,300
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 30,501 32,408

売上原価 22,864 24,862

売上総利益 7,637 7,546

販売費及び一般管理費   

 販売費 ※1  4,949 ※1  4,696

 一般管理費 ※1  1,515 ※1  1,621

 販売費及び一般管理費合計 6,464 6,317

営業利益 1,172 1,229

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 340 574

 持分法による投資利益 15 17

 その他 37 49

 営業外収益合計 393 641

営業外費用   

 支払利息 53 49

 固定資産処分損 64 25

 その他 21 19

 営業外費用合計 139 93

経常利益 1,426 1,776

特別利益   

 投資有価証券売却益 3 32

 補助金収入 - 385

 特別利益合計 3 417

特別損失   

 固定資産処分損 43 17

 固定資産圧縮損 - 384

 特別損失合計 43 402

税金等調整前四半期純利益 1,387 1,792

法人税等 406 545

四半期純利益 981 1,246

親会社株主に帰属する四半期純利益 981 1,246
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 981 1,246

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △654 3,431

 繰延ヘッジ損益 6 8

 退職給付に係る調整額 △11 △32

 その他の包括利益合計 △659 3,407

四半期包括利益 321 4,654

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 321 4,654

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,387 1,792

 減価償却費 1,125 1,211

 持分法による投資損益（△は益） △15 △17

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △216 △125

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △32 △55

 受取利息及び受取配当金 △340 △574

 支払利息 53 49

 投資有価証券売却損益（△は益） △3 △32

 補助金収入 - △385

 固定資産圧縮損 - 384

 有形固定資産除却損 43 14

 売上債権の増減額（△は増加） △1,347 △226

 棚卸資産の増減額（△は増加） 10,367 16,178

 前払費用の増減額（△は増加） △98 △170

 未収入金の増減額（△は増加） 783 930

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △6,768 △7,442

 仕入債務の増減額（△は減少） △238 110

 未払消費税等の増減額（△は減少） △41 △17

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,572 3,588

 その他 △55 27

 小計 8,173 15,239

 利息及び配当金の受取額 340 574

 利息の支払額 △59 △57

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △857 166

 営業活動によるキャッシュ・フロー 7,597 15,922

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の払戻による収入 1,010 -

 投資有価証券の売却による収入 3 42

 有形固定資産の取得による支出 △1,539 △1,936

 無形固定資産の取得による支出 △5 △35

 国庫補助金等の受入による収入 - 385

 預り保証金の返還による支出 △66 △61

 その他 △18 4

 投資活動によるキャッシュ・フロー △613 △1,602

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 4,130 1,830

 短期借入金の返済による支出 △14,530 △18,530

 長期借入金の返済による支出 △71 △61

 配当金の支払額 △671 △664

 自己株式の取得による支出 △3 △559

 その他 19 13

 財務活動によるキャッシュ・フロー △11,126 △17,971

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,142 △3,651

現金及び現金同等物の期首残高 11,150 10,589

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  7,007 ※１  6,938
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

１　原価差異の繰延処理

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消が見込ま

れるため、当該原価差異を流動資産（その他）及び流動負債（その他）として繰延べております。

２　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

とかち飼料㈱ 473百万円 とかち飼料㈱ 372百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

(1)販売費     

運送費・保管費 3,318百万円 2,984百万円

販売促進費 328 〃 370 〃

賃金・賞与手当 686 〃 678 〃

退職給付費用 30 〃 21 〃

減価償却費 47 〃 47 〃
 

(2)一般管理費     

賃金・賞与手当 432百万円 441百万円

退職給付費用 38 〃 23 〃

役員退職慰労引当金繰入額 4 〃 3 〃

減価償却費 33 〃 33 〃

研究開発費 302 〃 303 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

現金及び預金 3,207百万円 2,938百万円

有価証券 3,800　〃 4,000　〃

現金及び現金同等物 7,007百万円 6,938百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日
定時株主総会

普通株式 674 50 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日
定時株主総会

普通株式 667 50 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　当社は、2023年５月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式298,200株の取得を行いました。この結果、単元

未満株式の買取りによる取得も含めて自己株式が559百万円増加しました。

　　また、2023年７月20日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式8,900株の処分を行い、

当該株式の処分により自己株式が16百万円減少しました。

　　これらの結果、当第２四半期連結会計期間末において、自己株式が4,282百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
（注）

合計

砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計

売上高         

 顧客との契約から生じる収益 21,400 1,252 5,020 1,513 - 29,186 523 29,710

 その他の収益 - - - - 756 756 34 790

 外部顧客への売上高 21,400 1,252 5,020 1,513 756 29,943 558 30,501

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

117 17 7 4 62 208 904 1,112

計 21,517 1,270 5,027 1,517 819 30,152 1,462 31,614

セグメント利益又は損失（△） 871 15 △230 76 480 1,212 △98 1,113
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポー

ツ施設・書店の営業等を含んでおります。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,212

「その他」の区分の利益又は損失（△） △98

セグメント間取引消去 58

その他の調整額 0

四半期連結損益計算書の営業利益 1,172
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
（注）

合計

砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計

売上高         

 顧客との契約から生じる収益 23,261 1,264 5,206 1,368 - 31,101 539 31,640

 その他の収益 - - - - 733 733 34 768

 外部顧客への売上高 23,261 1,264 5,206 1,368 733 31,834 574 32,408

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

130 17 7 0 62 217 866 1,084

計 23,391 1,282 5,214 1,369 795 32,052 1,440 33,492

セグメント利益又は損失（△） 1,413 27 △676 69 460 1,294 △113 1,181
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポー

ツ施設・書店の営業等を含んでおります。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,294

「その他」の区分の利益又は損失（△） △113

セグメント間取引消去 47

その他の調整額 0

四半期連結損益計算書の営業利益 1,229
 

 
３．報告セグメントの変更等に関する事項

 （事業セグメントの利益（又は損失）の測定方法の変更）

「その他」の区分のセグメント間の内部売上高又は振替高は、実際の取引総額に基づいた金額により集計しており

ましたが、第１四半期連結会計期間より、セグメント間の取引規模をより正確に表示するために取引実態に基づいた

金額により集計する方法に変更しております。

この変更に伴い、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計期間の「その他」の区分のセグメント間の内部売上高

又は振替高が5,486百万円減少しております。また、セグメント利益（又は損失）に与える影響はありません。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の測定方法に基づき作成したものを開示しておりま

す。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 72円75銭 94円30銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 981 1,246

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

981 1,246

普通株式の期中平均株式数(株) 13,484,877 13,217,400
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

日本甜菜製糖株式会社(E00355)

四半期報告書

19/22



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

日本甜菜製糖株式会社(E00355)

四半期報告書

20/22



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年11月14日

日 本 甜 菜 製 糖 株 式 会 社

   取 締 役 会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

札幌事務所
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 上　　坂　　善　　章  
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 谷　　川　　良　　憲  
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本甜菜製糖株

式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本甜菜製糖株式会社及び連結子会社の2023年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥
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当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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